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研究成果の概要（和文）：美術とスポーツにおいて、技術の習熟や行為の遂行において、身体へ

の見方がどのように影響しているかを明らかにすることを目指した。実践研究では、スポーツ

選手に人体クロッキーを描いてもらうことで、スポーツ選手の身体観を考察した。理論研究で

は、実践研究の分析とともに、美術とスポーツの比較から両者の共通点と差違について多角的

に検討し、美術制作行為及び美術の学びの特質を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：We have researched the influence of body knowledge upon learning 
skills and performance of art and sports. As practical research we have analyzed the body 
scheme of athletes by their drawing of human body. Theoretically we have clarified the 
characteristics of artistic execution and its learning through both the common and different 
aspects between art and sports.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 500,000 0 500,000 

２０１０年度 1,000,000 0 1,000,000 

２０１１ 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 2,200,000 210,000 2,410,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：芸術学 芸術学・芸術史・芸術一般 
キーワード：美術教育、美術解剖学、身体、ラグビー、感性教育 

機関番号：１２６０６ 

研究種目：挑戦的萌芽研究 

研究期間：2009～2011 

課題番号：２１６５２０１４ 

研究課題名（和文） 美術とスポーツにおける身体観の相違についての理論的・実践的研究 

 

研究課題名（英文） Theoretical and practical research about body from the viewpoint 

of art and sports 

研究代表者 

児美川 佳代子（KOMIKAWA KAYOKO） 

東京芸術大学・美術学部・准教授 

研究者番号：50292800 



 

 

１． 研究開始当初の背景 

(1)美術は、スポーツと同様に身体的活動で

あるにもかかわらず、これまで別々に研究さ

れてきた。スポーツは生理学や心理学などと

いった自然科学との結びつきを強め、他方美

術教育研究は学校教育や社会教育における

美術制作や鑑賞行為の方法分析を中心とし

て行われてきた。こうした状況に対し、美術

とスポーツの共通点を探ることで、身体を含

めた総合的な感性教育という新しい美術教

育観を打ち出すことを目指した。 

(2)スポーツ科学や栄養学などにもとづく科

学的スポーツトレーニングが隆盛するなか

で、そうした研究では捉えられない、身体的

活動におけるイメージ感受やイメージ生成

という側面を捉えることを目指した。身体を

めぐる具体的な美術活動を通じたイメージ

変容を捉えることで、自他の身体に対する見

方・感じ方を変容させていく独創性あるプロ

グラムの構築を目指した。 

(3)現代日本の子ども・若者の「からだのお

かしさ」がつとに指摘されている。それは血

圧や体温といった人間の生命維持にまで及

ぶ危機的状況になりつつある。また情報化社

会の進行や社会的人間関係の変容によって、

生きることのアクチュアリティが希薄化し

ているという問題も生じている。美術とスポ

ーツを身体というレベルから問い直す本研

究において、身体観や他者認識を育てるプロ

グラムを構築することで、「生きる力」を身

体や感性を含めて総体としてゆたかに育て

る教育の方向性を見出すことを目指した。そ

れは、既存の教科にとらわれない総合的な美

術教育の可能性を見出すことにもなると予

想した。 

 
２．研究の目的 

(1)理論研究としては、美術とスポーツの共

通点と差違について、先行研究を検討し、美

術制作に関する理論的考察によって、美術制

作行為や美術における技術の習得の特質を

明らかにする。それを、スポーツ活動におけ

る身体やイメージの変容過程と比較するこ

とで、美術とスポーツの身体観の相違を理論

的に明らかにする。また実践研究の成果を検

証することで、スポーツと美術に共通するイ

メージを介した身体的活動の変容過程を理

論的に分析する。 

これまで知育・徳育・体育という形で分節

されてきた教育のとらえ方を根本的に問い

直し、単なる情操教育にとどまらない美術の

人間形成的意義を明らかにする。 

(2)実践研究としては、スポーツ選手に対す

る美術プログラムを実施し、スポーツ選手の

身体観の深化を捉える。身体をめぐる具体的

な造形活動によって、これまでのスポーツ研

究には全くない、イメージを介した身体理解

という新しいトレーニング手法を見出す。ま

た、スポーツ選手の造形活動の変容と比較考

察することで、美術における学びの特質を明

らかにする。理論研究と往還することで、ス

ポーツ選手の身体理解にとって有効なプロ

グラムを構築する。 

 
３．研究の方法 

(1)理論研究としては、美術制作者・美術解

剖学研究者・教育学研究者・スポーツ科学研

究者等によって構成される研究会を、１～２

ヶ月に 1回程度の頻度で組織し、美術とスポ

ーツにおける身体観の相違について検討し

た。先行研究の検討はもとより、それぞれが

実践に即して進めている理論的研究を発表

して議論し、美術とスポーツの身体観につい

て相互に理解を深めた。特に美術解剖学の知



 

 

見に学びながら、スポーツ選手に向けた美術

プログラムの枠組みを構築した。 

(2)実践研究としては、ラグビーのユース世

代トップ選手及びその指導者に向けて、美術

教育プログラムを実施し、そこで生じている

ことを美術制作者が参与観察して、理論的に

分析することで美術とスポーツの身体観の

相違について考察を深めた。具体的には三つ

の大学トップレベルのラグビーチーム、７人

制女子ラグビー日本代表候補、トップ指導者

に対して、デッサン、針金での人体模型制作、

模写、写真などの美術プログラムを実施した。 

 

４．研究成果 

(1)実践研究を通して、美術によって身体へ

の意識化が促され、自己の身体だけでなく試

合をする相手の身体の重心などを捉えるこ

とが容易になることが明らかになった。最も

有効なプログラムは、人体クロッキーである

ことも明らかになった。人体については、す

べての人が既存のイメージをもっているに

もかかわらず、見慣れているために先入観な

く見ることが難しい対象である。また、単純

な道具でできる割に、専門的示唆がないとモ

デルの形を捉えるのは難しく、イメージの変

容が明確に表出されることが明らかになっ

た。 

(2)スポーツ選手の描画分析から、内的イメ

ージと身体の動きによって表出される描画

のズレが、美術制作者のアドヴァイスを受け

ながら何度も描いていくうちに、次第に照合

されていくことがわかった。これは、河本英

夫が概念化している「遂行的イメージ」が形

成されたということを示しており、この点が、

美術とスポーツの共通点として明らかにな

った。 

(3) スポーツ選手に向けた美術プログラムを

重ねることで、身体的行為そのものと行為の

結果とを切り離すことができないスポーツ

に対して、行為の結果である痕跡が、作品と

して自立する美術制作との違いが明確にな

った。スポーツは行為とその結果とが密接に

結びついているために、行為終了後にビデオ

等で教えることが難しく、その場で身体活動

とイメージとが一致していくような学びが

必要だということが明らかになった。逆に、

美術制作の場合、行為の痕跡を検証すること

が容易であるが、しかし作品として自立して

しまうために、制作者と行為の痕跡たる作品

との間に齟齬が生じる。それがさらなる自己

形成を誘発するとともに、美術作品が人に感

動を与えることができるのは、作品として自

立したものにおいてなお、制作者の行為が鑑

賞者に感じ取られることによるということ

が明らかになった。 
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